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バレト写本所収福音書抄註解 (2) 

鈴木広光 青木博史

0御公現後八日間中の主日（Le.2:42・52) 聖経直解2-5「三王来朝後第一主日」

42ゼ、ズス十二の御歳御親ともにジユデヨの悦びの日其法度に随ってゼル

ザレンへ上がり給ふ也.43既に其日過てゼズスゼルザレンに残り給ふを御

親知り給はず.44互にゼズスを具し給はん111と思召し一日路（イチニチジ）

程行き過給ひ御一門御知音の中を尋給へ共御座まさ間ず 45又ゼルザレンへ

障り尋給ひ 46三日過て後テンポロにをひてドトウル達の中に坐し給ひ

其辞を聞き尋給ふを御覧じつけ給ふ也.47去ば其座に次官31ける人々ゼズ

スの御智恵御返答の賢く在ますを見聞きて大きに驚き，奇特の思ひをなしけ

る也.48御母サンタマリヤ，知何に子伺とて141左様にし給ふぞや父諸共に

歎き悲み此彼151尋ねけると宣へば 49ゼズス何の故に尋給ふぞや，我御親

の御進退なさる』慮に居ける事を知り給はぬやと宣へ共， 50其御辞（オン

コトパ）を弁へ給はぬ也， 51即故郷ナザレトに下り給ひ 御二人に随ひ給

ふ也．去ばサンタマリヤ此御辞を御心に留め給ひ思召し様也. 52去ばゼズ

スデウスを初め奉り諸人の前に御智恵御年齢，ガラサ重なり給ふ也 (llrl-

llv9) 

(1)原文tamanを訂正。 （2）補注参照。（3）「次居なみゐる」（色葉字集10オ） (4）山田翻字は

「いかに子なりとて」とするが， VG fili quid fecisti nobis sic （子よ，どうして私達に

この様にしたのか）より， filiがfiliusの呼格であること，パレトの書体はn, r, xが似て

おり， nanitoteとも読み得ること， nanitoteならば疑問代名調quidともよく対応すること

の3点から， 「知何に子何とて」とする。（5）「此彼 コ、カシコ」（天正十八年本節用集下12
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パレト写本所収福音書抄註解（2)

2 

ウ）

【42ジユデヨの悦びの日其日の法度に随って】 VG: secundum consuetu-

dinem diei festi C祝日の慣習に従って）.consuetudoを「風俗，例，形儀

cataguiJ (LLI)や「習はし」のような〈慣習〉を表わす言葉ではなく，

「法律，命令などJ(DLI)を表わす 「法度」で訳出している。聖経直解は

「規」，近代諸訳では「例」（BC訳，元訳），「慣例（ならはし）」（ラゲ訳）な

ど。

【44互にゼズスを具し給はんと思召し】 VG: existimantes autem illum 

esse in comitatu Cしかし彼が道連れの内にいると思っていたので）. VG 

のessein comitatuを「互に（ゼズスを）具し給はん」とするが，諸訳は

「在群行」（聖粧直解），「在群中」（パセ訳），「道連（みちづれ）の中に在ら

ん」（ラゲ訳），「同行人（みちづれ）の中に在（をる）ならん」（元訳）等，

いずれも〈同行人たちの中にいる〉とする。

【49我御親の御進退なさる〉慮に居ける事を知り給はぬや】 VG: nescie-

batis quia in his quae Patris mei sunt oportet me esse （我が父に属す

る事のうちに私が居るべきであることをお知りにならないのか）．底本「我

御親の御進退なさる〉慮に居けることを」。ギリ シア語原文のむ τ'Disτ'OU

mτρ6s μou 0ei elvαi μE （直訳 ：私の父に属している事のうちに私はあらね

ばならない）に対しては，従来二通りの解釈が与えられてきた。 (1)＜父の場

所に居なければならない〉（訳例） ST : das ich seyn mus yn dem das 

meynes vaters ist，「我常在子我父所者」（MM訳），「我嘗在我父之所」（BC

訳）など。 TheRevised Version (1881)以降の英訳ではImust be in my 

Father’s houseと訳され，日本語訳もこの解釈の延長上にある。（2)＜父の

仕事に務めなければならない〉 （訳例〉「余嘗務我父之事」（パセ訳）， AV : 

I must bee about my fathers businesse，「我は我父の事を務（む）べきを」

（元訳，ラゲ訳）など。聖鰹直解の 「一有吾父之事。予即可在悲」は（1)(2）の中

間 （折衷） 的な訳といえる。 oportetC原語δεi）の〈必然性〉は，特にルカ



パレ卜写本所収福音書抄註解 （2)

文書においては 〈神によって定められた計画〉を意味している。底本は「居

るべき」とは訳していないが「（御親の）御進退なさる』Jとすることによっ

て，その意味を訳文に反映させている。

【51去ばサンタマリヤ此御辞を御心に留め給ひ思百し様也】 VG: et mater 

eius conservabat omnia verba haec in corde suo Cそして彼の母は，こ

れら全ての言葉をその心に留めた）．「思召し様」にあたる原語はなし、。訳者

がなぜこの語句を付加したのかは不明。この表現形式については，抄物など

に同類のものが見える。大塚光信氏『エソポのハプラス私注」 (1983年，臨

川書店） pp.114-6参照。「有り様」「見事」等のような く動詞連用形＋形式名

調〉形式が，文レベルに拡大された表現か。

【52去ばゼズスデウスを初め奉り諸人の前に御智恵御年齢，ガラサ重なり給

ふ也】 VG: et lesus proficiebat sapientia aetate et gratia apud Deum 

et homines Cそしてイエスは智慧と年齢と，神と人々とに於ける寵愛が益々

進んでいった）．底本で「御年齢」と訳されているのは， VGが原語机tl(,t’α

（年齢，背丈）を 〈年齢〉と解してaetateを採用したことによる。聖鰹直眠

パセ訳 「齢」も同様。近代語訳では， STが 〈年齢〉と解してalterとするが，

AVはstatureと訳している。近代日本訳も元訳， ラゲ訳などは「齢（よは

ひ）」也C訳等漢訳の影響）であるが，共訳などは 「背丈」とする。日本語

訳で 〈背丈〉と訳すのはN.ブラウン訳の「身のたけ」が最初であろう。

0御公現後の第二主日（lo.2: 1・11) 聖経直解2-11「三王来朝後第二主日」

lガリレアの園の内カナといふ慮にて祝儀あるにゼズスの御母其慮に到り

給へば 2ゼススを初め奉りヂシポロをも其祝儀に請じ申さる〉也.3酒足

ざれば，御母ゼズスに酒なきと宣へば 4如何に女人其身と我に其事首り

けるや？わが時来らずと宣へば， 5御母使はれける者共に御辞のま』に随

へと宣ふ也.6去ばジユデアの習ひに身を清むる為に器（ウツワモノ） 二

メトレタ三メトレタ入（イ）る程の壷其慮にあるに 7ゼズス水を一盃(1)入
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パレト写本所収福音書抄註解（2)
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れよと宣へば仰せに随ひ鈴り程入れける也 8ゼズス汲み出して総の司に

奉れと宣へば御誌（ゴジョウ）のごとく致しける也.9司水の酒になるを

飲み試みていづくより来る事を知らね共使はる〉者共は水を入れければ是

を知る也．其時司スポンゾを呼び出し申されけるは， 10人毎に先よき酒

を出し沈酔の後に悪しき出すに御身は今までよき酒をひかへらる h也とあり

ける也. 11是ガリレアのカナにをひてゼズス顕し給ふ最初の御奇特也．是

を以て御身のゴラウリヤを顕し給へばヂシポロ弥（イヨイヨ）ゼズスをヒ

イデスに受奉る也. (llv10-12v3) 

(1）「是ハ物ヲツム車ソ人ノノルテハナイソー盃ツンタ物カ輯ヲトツタ程ニスツ卜ツンタ

物カオチタソJ（毛詩抄巻12-12オ）

【lゼズスの御母其慮に到り給へば】VG: erat mater Iesu ibi （イエスの

母がそこに居た）.erat (l、た）を「到り給へば」と訳したのは（「居たり給

へば」では，文法的に不自然），イエスの母がずっとカナに〈居た〉のでは

なく，ナザレかカファルナウムから く来ていた〉ことを明示するためであろ

つ。

【4如何に女人其身と我に其事嘗りけるや？】VG: quid mihi et tibi est 

mulier （女よ，私とあなたに何があるのか）．ギリ シア語原文はτJeμoi mi 

aoi （直訳：私とあなたに何か）。近代諸訳ではこれがくあなたは私と何の関

係があるのか〉と解釈され， AV: what have I to do with thee？， 「爾と

我の聞に何の輿（かかはり）あらんや」（元訳）と訳されている。一方， 『カ

ルヴァン新約聖書註解E ヨハネ福音書 上」（新教出版社）が「むかしのラ

テン語訳者のせいで， 多くのひとたちは思いちがいをして，こう考えた。た

とえぶどう酒がなくなっても，それの心配をすることは，自分にも，自分の

母にも，何の関係もない，とキリストは言おうとしているのである」 と指摘

するように， VGからの翻訳では，底本が「其身と我に其事嘗りけるやJ,

ラゲ訳が「其は我と汝とに何かある」と訳している。このような解釈の違い
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パレト写本所収福音書抄註解 （2)

は， VGがestを付加したことによる。実際， VGが巴stを付加していない

Mc.5:7をラゲ訳は「我と汝と何の闘係（かかはり）かあらん」と訳してい

る。

【6去ばジユデアの習ひに身を清むる為に器ニメトレタ三メトレタ入る程の

壷其慮にあるに】 VG: erant autem ibi lapideae hydriae sex positae 

secundum purificationem Iudaeorum capientes singulae metretas binas 

vel ternas （そして，そこにユダヤ人の浄めの習慣に従って，それぞれ2あ

るいは3メ卜レーテス入る 6つの石の蜜があった）．日本語訳の「器」がラ

テン語文のどの語と対応するのかはっきりしないが，この「器二メトレタ三

メトレタ入る」はくメトレタの容器で2あるいは3メトレタ入る〉と解すべ

きであろう。 LLI「Metreta,ae. Lus. Hum vaso de vinte e duas canadas, 

emeya. lap. Fanqi cujippai iru vt号uuamono（飯器九十盃入る器）」 底

本にはsex( 6つの）にあたる日本語訳が見えない。 6つというのは 7が完

全な数なので象徴的とされ，ここでイエスに用いられることで，神の国の食

卓が満たされ完結する。

【9スポンゾ】 sponsusC婚約者，花婿）を「スポンゾ」と本語を用いて訳出，

ヒイデスの導師でも「スポウゾ」（48）を用いている。 LLI「Sponsus,i.Lus. 

Esposo. Tap. Vottoni xento yacusocu xitaru mono （夫にせんと約束し

たる者）．」本語を用いたのは く婚約者〉 〈結婚したばかりの夫〉を的確に表

わす訳語を日本語に求め難かったためか。「言名付け」には当時まだ く婚約

者〉の意味はなく （DLI「言葉の上での婚約J），「花笠」もDLIに登載され

ていなし、。聖経直解は「婚者」，近代日本訳では普通「新郎（はなむこ）」

（元訳，ラゲ訳等）と訳される。

【11ヂシポロ弥ゼズスをヒイデスに受奉る也】 VG: crediderunt in eum 

discipuli eius （彼の弟子たちは彼を信じた）.credoを 「ヒイデスに受奉る」

と訳出。他のキリシタン文献にも見える本語を利用した表現は，「真に受る」

から造られたものであろう。 LLI「Credo,is, didi, ditum. Lus. Crer. lap. 
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パレト写本所収福音書抄註解 12) 

Xinzuru, macotoni vquru （信ずる，真に受る）．」 底本で「信ず」「信仰す」

が用いられるのは，「我らがドミナにして天使の元后たるビルゼンの奇蹟物

語」中に限られる。また信じる対象はマリアとダマスコの聖ヨハネであり，

デウスやキリスト及びその御言葉への信心の場合は使用されなL、。このよう

な使用の偏りは，他のキリシタン文献には見られない。「ぜずきりしとを信

じ奉る」（どちりいなきりしたん 31ウ）

0御公現後の第三主目（Mt.8: 1-13) 聖経直解2-19「三王来朝後第三主日」

6 

1ゼズス山より下り給へば諸人御跡より参り集ふ 2其時痛病受たる者一

人（イチニン）御傍（オンソパ）近く参り知何に御主我を清くなしたく思

召すにをひては叶ひ給ふ．さう申ければ 3 ゼズス御手をのべ給ひて彼者

におはせ給ひて望み也清くなれと宣ひける御辞（ミコトパ）の下より忽ち

平愈しける也.4ゼズス汝此事を他に語らずしてサセルダウテに其身を顕

しモイゼスの碇のごとく謹拠の為に捧げ物を奉れと宣ひ 5カハ jレナウム

に入給ふ．其時センツリヨ御傍近く参り 6如伺にドウミネわが家に中風

を煩ふ者あり，病苦尤たへ難しと申されければ， 7ゼズス我行て治せんと

宣ふ， 8センツリヨ如何にドウミネわが家に来り給ふべき功力には及び奉

らず，只御辞をかけ給は Y即其者平愈いたすべし.9其放は我数輩の郎等

の司として我に随ふ兵（ツワモノ）共は駈けよと下知すれば駈け，引けと

下知すれば引き其事をなせと下知すれば仕ると申ければ. 10御感あって御

跡より参る人々に封し給ひ真にイズラエルの中にかほどのヒイデスを帯す

る人を見ず， 11我汝達に言ふ東西より諸人来り天の圃にアパランイザク

ジヤカウベともに住すべし. 12然れども園の子は外（ホカ）の閣に落され震

ひわな』き泣き悲むべしと宣ひ 13センツリヨにヒイデスに受られけるごと

く其望み叶ひければ揖られよと宣ふ折節平愈いたしける也. (12v4 13vl) 

【2我を清くなしたく思召すにをひては叶ひ給ふ】 VG: si vis potes me 
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パレト写本所収編音書抄註解（2)

mundare （お望みならば，私を清くすることができます）．

【3ゼズス御手をのベ給ひて彼者におはせ給ひて望み也清くなれと宣ひける】

VG : et extendens manum tetigit eum Iesus dicens volo mundare （そ

れでイエスは手を伸ばして彼に触れて言った。よろしい，清くなれ）. volo 

（私は望む＝よろしい）は， 2節のsivis （お望みならば）に対する答えで，

底本の日本語訳「望み也」はその直訳である。 2節を「我を清くなしたく思

召すにをひては叶ひ給ふ」と訳したために，対応関係が暖昧になり，唐突な

印象を与える訳文になっている。

【9其故は我数輩の郎等の司として我に随ふ兵共は駈けよと下知すれば駈け，

引けと下知すれば引き其事をなせと下知すれば仕ると申ければ】 VG

nam et ego homo sum sub potestate constitutus habens sub me milites 

et dico huic vade et vadit et alii veni et venit et servo meo fac hoc et 

facit Cなぜなら私も権威の下に置かれた人間で，私の下に兵を持っており，

これに「行け」と言うと行き，他の者に「来し、」と言えと来る。また私の奴

隷にこれを「為よ」と言うと為るからです）.8節と本節で，百人隊長は自ら

も部下を持つ身であるが，〈権威の下にある者homosum sub potestate 

（クレメンス版はLc.7:8より constitutusを付加）〉として，イエスの権威は

絶対であることを告白している。諸訳が「予有主。特而属之」（聖鰹直解），

「蓋我も人の権下に立つ者ながらJCラゲ訳）とするのも，この解釈に沿うも

のである。一方，底本の日本語訳「我数輩の郎等の司として」は，むしろ

シリア語シナイ，キュアント両写本の読み〈私は権威を持っている人間であ

る〉に近いように見える。ただし「数輩の郎等の司」と権力の範囲を限定す

ることによって，さらに大きなイエスの権威を強調するための翻訳と考える

ことも可能である。 potestasは，底本では他に「力J(41r Mt.9:6），「司の

勢威力」（28vMt.28:18）と訳されている。 LLI「Potestas,atis. Lus. 

Poder, faculdade, dominio. lap. Chicara, yxei, t<.ucasadoru cotouo y邑

（力，威勢，司ることをいふ）．」 底本ではaliiC他の者に）と servomeo 
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